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Shuhei YAMADA：The Total Philosophy and Practices of Nobuzoh Mori ⑷
　森の学問的原点は 1938 年，39 歳で著した『恩の形而上学』であるが，その後哲学五部作の一環
として 1965 年，69 歳時にマルクス理論を触媒にした，いわば社会科学的視点を踏まえた『即物論
的世界観』1）を著す．
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